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こちらにお名刺をお貼りください。 

※ 一社で数名参加される場合は、お手数ですが人数分の 

コピーを取り、参加される全ての方分を FAX してください。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

中規模木造建築物の設計・施工セミナー 
～ツーバイフォーのメリットを活かして建てる１，０００㎡前後の建物～ 

 
 

 
 
 
 
 

 

【セミナー会場・日時】  ※同内容を 6 都市で開催 
開催地 日 程 時 間 会 場 定員 

福 岡 ２０１２年２月 ９日（木）  

13:30～

16:40 

 

※受付開始 

13:00～ 

福岡建設会館(福岡市博多区博多駅東 3-14-18) ５０名 

大 阪 ２０１２年２月１０日（金） ブリーゼプラザ (大阪市北区梅田 2-4-9) ５０名 

東 京 ２０１２年２月２３日（木） ラーニングスクエア新橋（港区新橋 4-21-3） ５０名 

名古屋 ２０１２年２月２４日（金） ウィンクあいち(名古屋市中村区名駅 4丁目 4-38) ５０名 

札 幌 ２０１２年３月 ８日（木） 北海道自治労会館(札幌市北区北 6条西 7 丁目) ５０名 

仙 台 ２０１２年３月 ９日（金） 宮城県建設会館(仙台市青葉区支倉町 2-48) ５０名 

【プログラム】 
13:30～13:40 主催者挨拶 

13：40～15：40 
(途中休憩あり) 

１． 企画・設計におけるポイント 
①用途・法規制とツーバイフォー建物    ②公共建築物の木造化とツーバイフォー 
③ツーバイフォーのメリットを活かす     ④ツーバイフォー工法の耐火性能 
⑤構造計画の考え方              ⑥実例紹介と今後の可能性 

２． 実施設計・施工におけるポイント 
①他の工法や住宅設計との違い         ②中規模ツーバイフォー建物の施工の特徴 
③エンジニアードウッドやネイルトラスの活用  ④防火設計・設備設計と施工 

【講師：株式会社一色建築設計事務所 代表取締役所長 服部 哲氏】http://www.issiki.ne.jp/ 

住宅設計・住宅地開発をはじめ、大型木造建築の設計などの実績があり、各種コンサルティングも手掛ける 

15：40～16：20 

３． トラスについて 
①ネイルプレートトラスの特徴 
②施工事例紹介（ツーバイフォー工法の場合、在来工法の場合、ほか） 

【講師：日本木質トラス協議会  伊藤 敬記氏、渡邉 孝氏】 

16：20～ 質疑応答・閉会  （16：40 終了予定） 
 

お申込方法  ： 下記お申込書にご記入の上 FAX してください。折り返し、受講票・振込先等の案内を FAX いたします。 
対   象   ： 建築設計、施工業者 
受 講 料   ： 3,000 円（資料代、税込） 
主    催   ： カナダ林産業審議会(COFI)・ＳＰＦグループ  電話（03）5401-0533 http://www.cofi.or.jp/   
共    催   ： 日本木質トラス協議会（ＪＷＴＣ） http://www.jwtc.org/jp/top.html  

事 務 局   ： 株式会社サンク 電話(045)350-9767 
後援（予定）   ： 国土交通省、（社）日本建築士会連合会、（社）日本ツーバイフォー建築協会、カナダ大使館 
 

 

 

●参加ご希望の開催地をチェックして下さい。 

□札幌 □仙台 □東京 □名古屋 □大阪 □福岡 

●電話番号        －       － 

●FAX番号        －       － 

●E-mail                                   

●事前アンケートにご協力お願い致します 
（１）２×４工法の経験はありますか？ 経験あり（   年）・ なし 
（２）担当業務は？  設計・施工・技術・現場監理・営業・その他 
（３）年間の着工棟数は？ （     棟） 
（４）以前に COFI のセミナーに参加したことは？（ あり ・なし ） 

 お 申 込 書   セミナー事務局  ㈱サンク 行 

建築士会継続能力開発プログラム（３単位） 

切り離さずこのままご使用ください 

⇒ＦＡＸ：045-910-1831  

カナダ林産業審議会（ＣＯＦＩ）は、このたび日本木質トラス協議会（ＪＷＴＣ）との共催で木造建築に関するセミナーを開

催いたします。国内では昨年「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」が施行され、省エネや CO2 削

減の見地からも建築物の木造化推進の動きが活発になってきております。本セミナーでは、日本でオープン化され３５年

を経過したツーバイフォー工法を、従来の「住宅における工法」を超え、その特性を生かし最も合理的と思われる中規模

（１，０００㎡前後）の「非住宅」建築物への応用という視点にたち、設計・施工の解説を行います。 

今までの住宅設計経験を生かしながら「非住宅」へと業務へ広げていきたい方、コスト的優位性のある「木造建築」を今

後の設計に取り入れたい方、今後の事業のヒントとしていただきたく、ぜひこの機会にふるってご参加ください。 

http://www.issiki.ne.jp/
http://www.cofi.or.jp/
http://www.jwtc.org/jp/top.html

